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1. 序論 
内分泌攪乱化学物質(通称、環境ホルモン)をはじめとする微量有害化学物質は、
世代を越えた深刻な影響をもたらす恐れがあることから、環境保全上の重要な課
題となっている。環境ホルモンは分解されにくく、従来の処理方法では限界を生
じてきている。そこで、本研究では、超音波と光触媒を併用することで、分解速
度、二酸化炭素(CO2)生成速度がどのように変化するかを調べた。 
2. 実験 
 100 ml二口ナス型フラスコに、アナターゼ型酸化チタン150 mg、反応溶液50 ml
を入れ、ゴム栓をした。溶存ガスはairを用いた。超音波は水槽投げ込み式の収束
振動子(曲率半径100 mm)で発生させ、下方より照射した。光照射はペンシル型低
圧水銀ランプをフラスコ内に挿入し、上方より照射した。なお、光触媒、光それ
ぞれ単独の分解においては、スターラーを用いて回転数200 rpmで撹拌を行った。
照射時間30分ごとにサンプリングを行い、高速液体クロマトグラフィー(HPLC)に
て分解量の経時変化を測定した。また、生成気体をガスクロマトグラフィー(GC)
にて定量した。溶液の調製には、まず2,4-ジクロロフェノール(DCP)を250 mgを秤
り取り、5 mlメスフラスコに入れエタノールで溶解した。そこから50 μl計り取
り、50 mlメスフラスコに入れ、超純水を用いてDCPの濃度が50 mgl-1になるよう
溶液調製を行った。 
3. 結果及び考察 
超音波分解、光触媒分解、併用による分解、光分解を行った場合の、DCP濃度の
擬一次反応の速度定数をTable 1に示す。4種類の分解方法において、超音波と光
触媒の併用が最も速いのが分かる。併用による分解の速度定数は、超音波と光触
媒それぞれ単独の速度定数を 
加算した値になっている。 Table 1. Degradation rate constants 
Table 2に、DCP分解にお
ける二酸化炭素(CO2)の初
期生成速度を示す。最終
的な分解生成物で 
ある無機ガス生成  Table 2. Initial generation rate of carbon dioxide 
において、超音波
と光触媒の併用
による分解が効
果的であることが、明らかである。また、光触媒分解と、光分解のCO2初期生成速
度の値がほぼ同じであることが分かる。このことから、DCP分解のCO2生成におい
て、超音波と光触媒を併用した場合、光による直接分解による効果が大きいと推
測できる。 
 US + TiO2 UV US + TiO2 US + UV + TiO2
速度定[h-1] 0.5 0.4 0.7 1.3 
 US + TiO2 UV UV + TiO2 US + UV + TiO2
CO2初期生成速[mMh
-1] 0.09 0.4 0.6 1.0 
 
